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６
９
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篠
原
長
房
書
状 

  

就
御
寺
領
物
集
女
庄
野
之
儀
、 

 

芳
書
令
拝
見
候
、
様
躰
無
案
内
之
儀 

 

候
条
、
三
向
可
申
談
候
、 

 

有
様
之
上
不
可
存
疎
意
候
、 

 

仍
青
銅
参
十
疋
被
懸
御
意
候
、 

 

本
望
之
至
候
、
猶
追
而
可
得
貴
意
候
、 

 

恐
惶
謹
言 

  

十
一
月
十
三
日 

 
 

長
房
（
花
押
） 

 

出
官 

 

奉
行 

 

単
寮 

 
臨
川
寺 

 

雲
居
庵 

 
 

 
 

 
 

御
報 

 

 

 

（
解
説
） 

 

永
禄
九
年
（
１
５
６
６
）
十
一
月
十
三
日
の
文

書
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
篠
原
長
房
は
、
阿
波
国

の
三
好
氏
の
家
臣
。
室
町
幕
府
十
四
代
将
軍
の

足
利
義
栄
を
奉
じ
て
、
畿
内
に
上
陸
し
、
そ
の 

存
在
感
を
示
し
た
。 

 

こ
の
文
書
は
、
政
情
が
安
定
し
な
か
っ
た
京

都
周
辺
の
状
況
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

天
龍
寺
領
の
山
城
国
物
集
女
庄
（
現
在
の
京

都
府
長
岡
京
市
周
辺
）
の
知
行
を
引
き
続
き
天

龍
寺
が
望
み
、
篠
原
が
、
そ
の
意
を
三
好
長
逸
に

伝
え
た
と
あ
る
。 

 

戦
乱
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
天
龍
寺
の
寺
領

が
、
荒
ら
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 


